
第３４回白井環境講座 ＩＮ 白井市保健福祉センター（ウェルプラット） 
                                                        
                               

                   と 
                        

                   「田んぼ市民運動」を全国で展開 

   ＮＰＯ法人生物多様性農業支援センター理事長 
                                        

     

受
講
の
ご
案
内 

 

昨
年
十
月
、
名
古
屋
市
で
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議 

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
）
が
開
催
さ
れ
、
多
様
な
生
き
物
や
生
息
環

境
を
世
界
規
模
で
守
ろ
う
と
の
確
認
を
し
あ
い
ま
し
た
。 

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
生
き
物
の
５
０
％
が
里
山
に
生
息 

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
里
山

の
生
き
物
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
冬
期
湛
水
、
不
耕
起
移
植

栽
培
、
田
ん
ぼ
の
学
校
、
生
き
物
調
査
を
行
な
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
全
国
で
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

を
展
開
し
て
い
る
生
物
多
様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
原
耕
造
氏
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

  

日 

時 

二
〇
一
一
年
四
月
十
七
日
（
日
）
十
五
時 

 

場 

所 

白
井
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

交 

通 

北
総
鉄
道
白
井
駅
下
車
十
分
（
市
役
所
隣
） 

 

内 

容 

講
演
会
「
耕
作
放
棄
と
５
６
６
８
種
の 

田
ん
ぼ
の
命
」 

 

講
師 

原 

耕
造 

氏 

 

対 

象 

一
般
市
民 

 
定 

数 

一
〇
〇
名
（
当
日
参
加
可
） 

 
受
講
費 

三
〇
〇
円 

 

助 
成 

京
葉
ガ
ス
、
イ
オ
ン
環
境
財
団 

 

申
込
み 
上 

西
（
０
４
７
―
４
９
１
―
０
６
６
０
） 

 



２０１１年４月１７日 

第３４回白井環境講座 

 「耕作放棄と５６６８種の田んぼの命」 
 講師 原   耕 造 

                （ＮＰＯ法人生物多様性農業支援センター理事長） 

 １ 耕作放棄地問題 

 ２ 価格政策（減反政策を含む）による農業保護政策の検証 

   イ 米価を下げた歴史的選択 

   ロ 日本の稲作農家の悲劇 

 ３ 耕作放棄と生きものの関係 

      減反や耕作放棄をすると田んぼの命は生きられない 

      里山とは人間と生きものが共に生活する空間 

      人工自然と生きもの 

   イ 農作業と生きものの関係 

   ロ 欧米の価値観中心の戦後教育 

ハ 生物多様性の視点で考える田んぼ 

      命の生産・・・・・・命の単位 

      食料の生産・・・・・金の単位 

   ニ ラムサール会議での水田決議 

ホ 生物多様性の視点で考える食の安全 

 ４ 生物多様性の視点を育む生きもの調査の取り組み 

   イ 生きもの調査の流れ 

   ロ 生きもの調査の方法 

   ハ 田んぼのめぐみ調査の結果分析 

   ニ 田んぼのまなざし調査 

 ５ 白井市の農業を考える 

   イ 白井市の耕作放棄地問題 

   ロ 白井市稲作農家の思いと悩みを全市民が共有化できるのか  

   ハ 地域の農地を考える視点 

ニ 白井市農地の課題 

ホ 白井市稲作経営と市民の係わり 

   ヘ 農事組合法人を設立して水田耕作を実施する                  

                       

 以  上  


